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　2020 年の新型コロナウイルスによる
パンデミックの中、アメリカではブラッ
ク・ライブス・マター （以Լ BLM）の
ӡ動が੝り上がった。2013 年にܯ察׭
によるࠇ人のࡴٮに対してオンライン
から始まった BLM ӡ動は緔上へと場所
をҠし੝り上がった。このӡ動は 2016

年の大統領選に向けた選挙ӡ動に取り
まれ、それがもともと持っていた勢ࠐ
いを削がれてしまったが、ऴわりなく
ຮԆするܯ察׭の暴力とࡴٮへの不満
はジョージ・フロイドのटが踏みつけ
られた 8 分 46 ඵとともに抑えきれなく
なり、人々は再び緔上に出て立ち上がっ
た。
　本書 “Mistaken Identity” は以上のよ
うな状況がӶく問題化された現在を俰
み解く上で、重要な議論を提示して
いる。ஶ者のアサド・ハイダーは現
在、ニϡーϤークのニϡースクールに
教һとして所ଐしている。彼は View 

Point Magazine の共同創立者の一人で
あり、レイシズムやマルクス主義、ア
イデンティティー・ポリティクスにつ
いて Verso や Jacobin などにد稿して
いる。本書のং章で自らのルーπにつ
いて述べているが、彼はパΩスタンか
らアメリカにҠ民した二世である。本

書が中心的主題として取り上げる「ア
イデンティティー」への関紮は、9・11

を紳少期に経験し、「見た目」から明ら
かな異ڷのルーπを「オサマʂ」とい
うクラスメートの言葉から自覚する中
で育まれたようである。 

　本書のタイトルが示すように、ハイ
ダーはアメリカを中心とした反人種差
別ӡ動・思想の歴史を振り返りながら、
現代の「アイデンティティー・ポリティ
クス」への批判を行っている。彼は第
一章の๯俓でϘストンのࠇ人レズビア
ンのグループとして活動したコンバイ・
リヴァー・コレクティブ（1974-1980）
を取り上げる。このグループは、自己
の۩体的な経験と個別的アイデンティ
ティーにࠜ෇いた政治を思いඳき、「ア
イデンティティー・ポリティクス」と
いう言葉を政治的発言の内に生み出し
た。୯に女であるだけでも、ࠇ人であ
るだけでも、レズビアンであるだけで
も緖働者であるだけでもない。自分た
ちはそれら全てを۩体的に生きる人間
であり、この۩体性から政治実践を構
想することが必要だとએ言したのであ
る。この議論は Kimberlé Crenshaw が
法学の問題として論じ一般に広まった

「インター・ηクショナリティー」、つ
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まり「シングル・イシϡー」型の政治
要ٻは特権的な地位にいるメンバーに
ू中することになり、異なるアイデン
ティティーを持つメンバーをैଐ的な
地位に置くという議論ともつながって
いる。ハイダーが明֬に論じるように、
以上のようなアイデンティティーに基
づく政治実践と思想が論じていたのは、
様々なアイデンティティーに基づく主
体とその要ٻとの「同ໍ」（coalition）
を作り上げることであった。つまり、
ෳ合的なアイデンティティーにฤまれ
た۩体的な「私たち」が自分たちの状
況に対して活動をするだけではなく、
異なるアイデンティティーと状況に直
面する他者との関係に身を置いた政治
実践を行うことが目指されていた。 

　しかし、「アイデンティティー・ポリ
ティクス」の歴史は侇侦してܧঝされ
てしまっているとハイダーは指摘する。

「アイデンティティー」は他者との差異
を強調する側面が押し出され、ഭ害さ
れたものとしての自己表象に基づいた
一体性としてଊえられてしまう。「アイ
デンティティー」、「インター・ηクショ
ナリティー」、「特権」といった言葉は、
アメリカ大統領選でバーニー・サンダー
スの「バーニー・ブラβーズ」（つま
り経ࡁ問題ばかりを主ுするマッチョ

なஉたちというレッテル）に対して、
ヒラリー・クリントンを「マイノリ
ティーの代表」として表象するために
使われるにࢸる。マイノリティーが生
きԆびるために、そして戦うために生
み出した概念、思想、実践はマジョリ
ティーにԣ領され、差別的関係をԹ存
するためにさえ用いられる。“Mistaken 

Identity” というタイトルに表された問
題設定は以上のようなものである。 

　これに対して、ハイダーはࠇ人解放
ӡ動や反人種差別ӡ動の歴史を参照࣠
にしながら「アイデンティティー」の
特घ性にはؐݩされない理論と実践を
ඳくとともに、70 年代以降のアメリカ
社会でࠇ人が置かれた状況を論じ、資
本の側だけでなく人種差別に反対する
側も、人種をݻ定化された所紮の実体
としてଊえて政治的分析を行うことで
人種に基づく分அを進めてしまってい
ることを批判している。ハイダーはロ
ナルド・レーガンやマーガレット・サッ
チϟーからトランプまで続いてきた「新
自由主義」と呼ばれる資本の再ฤ成や
その緳内でのナショナル・アイデンティ
ティーのশ紷に対して、政治的アイデ
ンティティーを個別化することでしか
対応できなかったࠨ偎の現状を標的と
している。第二章では、๘起する大衆
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とそれを「代表する」とশするࠇ人エ
リートの間の矛盾が指摘される。そも
そも BLM ӡ動がアメリカॳのࠇ人大統
領のもとで生じたことには、公民権ӡ
動が一定の成功をऩめて以降に拡大し
た、ࠇ人共同体内でのエリート૚とශ
結が見て取れる。第三ؼ૚の分化のࠔ
章では、人種それ自体のഇ絶というヴィ
ジョンなしにࠇ人を٘ਜ਼者として、ന
人を特権֊ڃとして表象する「人種イ
デオロΪー」が批判されている。第࢛
章では、自己をࠇ人であるとِるന人
の学者や活動家の例から、「ࠇ人」とい
うଐ性への同一化が「政治的」なՁ஋
を紮えられるという現代の政治実践の
条件が批判される。社会ӡ動における
۩体的組織性なしでは、個人で「政治
的」になる過程が「アイデンティティー」
の問題として構想されるしかないので
ある。第ޒ章では、新自由主義におけ
る社会状況やメディア環境の変化に応
じた政治的「ヘゲモニーの危機」とい
う状況の中で、ന人やࠇ人という人種
的分அにとらわれず֊ڃ俕争の組織化
へと向かうべきことが主ுされる。最
ऴ章で、ハイダーは۩体的な状況での
中の۩体的な個人から発する「๘起す
る普ว性」（insurgent universality）を
ධՁし、それをリベラリズムの法的な

普ว性と対比している。つまり、法権
利という抽象的な普ว性ではなく、۩
体的な権利の要ٻ主体に存する自己解
放的な普ว性から政治を構想すること
を主ுしている。
　本書でハイダーはࠇ人解放ӡ動の
歴史や理論に細かい目配せをしなが
ら、現代の批判理論を多く参照してお
り、アメリカでの反人種差別の理論的
ਫ準をਪし量ることができる。本書の
ࠜ本的主ுは、「アイデンティティー・
ポリティクス」が個人やूஂの「٘ਜ਼者」
としての自己意識に基づくものに変容
させられている中で、大衆๘起に基づ
いた普ว性の探ٻが政治実践として௥
及するべきものだという点である。現
在を生きる私たちが۩体的な状況に俰
み取るべきことは個別的でありながら
全体的でもある政治実践の契機である
というハイダーの提起にධ者は全面的
に同意する。 




